
資料６-２

担当課 子ども課 民間実施 子ども課 健康づくり推進課 子ども課

事業名 No.6　病後児保育事業 No.7　在宅における児童の支援 No.21　小学校余裕教室開放事業 No.37　予防対策事業 No.39　親になるための交流事業

計
　
画
　
概
　
要

　保育所に入所中の児童が病気の回復期にあり、集団
保育が困難な期間、その児童を保育所、病院等の専用
スペースにおいて一時的に預かる事業です。
　ニーズ調査では、保育所等を休んだことがあると、回答
した人は７割を超えています。
　病後児保育の取り組みについては、関係機関と実施に
向け、今後検討を進めていきます。

　在宅における支援活動として、サービスを利用したい人
と協力したい人がそれぞれ登録して会員の自宅や行催
事の場で保育サービスを行っていきます。
　民間で実施している事業の情報を提供するとともに、講
座の開催など保育サービス提供者を支援していきます。

　子育てをしている親子のサークルが活動できる場として
改修された、岩見沢小学校、南小学校、第一小学校の余
裕教室にて、親と子の交流を図ることを目的としたサーク
ル活動を支援していきます。

　感染症の発生及びまん延予防のため、予防接種を行っ
ていきます。
　接種率の向上を目指し、感染症の流行の把握や、未接
種者への勧奨を行っていきます。

　中・高生等が直接子育てをしている親子と語らい、交流
できる場の提供を行っていきます。

計
　
画
　
内
　
容

　未実施 　保育サービスサークルは、平成１２年より自主活動サー
クルとして活動。
　「くるみ」

　平成11年度の「少子化対策特例交付金」を活用して整
備
　子育てサークル活動を行う者の育成及び支援

　感染症の発生及び蔓延予防のため、法で定められた
定期の予防接種を行う。又、接種率向上のため周知、勧
奨を行う。

　各児童館を利用して「親子ひろばまつり」等を開催して
います。参加者の中には、乳幼児＆母親、小・中学生、
地域の方々など多くの方々の参加があり、参加者の方々
とのふれあい交流を開催している。

　常設型子育て親子ひろば「ひなった子」を利用している
方々（乳幼児＆母親）と高校生が交流し体験事業を開催
している。

実
　
績
　
等

後期計画の
評価・現在抱
えている課題

　病後児保育については、未実施となっている。 　登録会員の高齢化と会員数の減少に伴い、平成24年
度をもって同団体の活動が終了。

　親子が集う遊びの場が充実し、選択幅も広がったことに
より（親子ひろば・常設型親子ひろば「ひなたっ子」・地域
子育て支援センター等）、サークルを立ち上げる必要性
が薄らいだため、平成24年度にて事業が終了した。

　ヒトパピローマについて、平成２５年６月に厚生労働省
からワクチンとの因果関係が否定できない持続的な痛み
などの副反応が接種後にみられたことから、適切な情報
提供ができるまでの間、積極的な勧奨を控えるよう勧告
があり、現在も継続中である。

 高校生は「ひなたっ子」での乳幼児・母親との交流によっ
て、いたわりや思いやりの心が育まれた。
　中学生の乳幼児・母親などとの交流の場がなくなった。

後期評価 D B D B B

H25年度
決算額

－ － － 87,900千円 70千円

H26年度
予算額

－ － － 105,252千円 70千円

今後の
方向区分

継続 廃止 廃止 継続 継続

理　　由

　保護者が就労している場合等において、子どもが病気
の際に自宅での保育が困難な場合がある。こうした保育
需要に対応することで、保護者が安心して子育てができ
る環境の整備を図るとともに、児童の福祉の向上を図る
ことが必要であるため。

　事業実施団体の活動終了に伴う事業の廃止 　初期の目的が達成された 　予防接種法による

今後の事業
の方向性

　子育てにおける負担の軽減や仕事と子育て（ワークライ
フバランス）の両立支援など、安心して子育てが出来る環
境づくりを総合的に推進する。

　病後児保育については、社会福祉法人岩見沢東部保
育会東保育園へ平成２７年度から委託（定員３名）実施
予定。また、病児保育についても、市立病院の院内保育
施設に併設し、平成２７年度から実施予定（定員３名）。

　保護者の就労形態が多様化している中、認可保育所
や認可外保育施設等が行っていない多様な保育サービ
スを実施・補完することで、保護者が安心して子育てがで
きる環境を整備するとともに児童の福祉の向上を図って
きたが、登録会員の高齢化と会員数の減少に伴い、平成
24年度をもって事業実施団体の活動が終了。
　今後は、市内にある同様の団体である「コープくらしの
助け合いの会」や「ファミリーサポートはぉはぉ」につい
て、市のＨＰや子育て情報ガイド等を通じ積極的な情報
発信に努める。

　平成24年度にて事業が終了 　平成２６年度中には現在任意接種である水痘ワクチン
が予防接種法に追加される予定であるが、詳細について
は未定。平成２４年度春期をもって小児まひ（生ワクチ
ン）が終了し、小児まひ（不活化ワクチン）に変更になった
ことから、今後三種混合と小児まひ（不活化）が全て四種
混合（三種混合と小児まひ（不活化））に移行する。予防
接種の勧奨については継続し、また感染症の流行を注
視しつつ流行時には必要なワクチンの勧奨を実施するな
どして、接種率の向上を目指す。

　いたわりや思いやりの心の育みなど、子育てについて
の実体験事業であり継続実施する。

事務事業評価PickUp

H21 H22 H23 H24 H25
サークル数 0 0 0
利用回数 0 0 0
利用者数 0 0 0

H21 H22 H23 H24 H25
三種混合 2,343 2,387 2,431 1,850 552
二種混合 715 741 661 644 638
小児まひ（生） 1,169 1,144 1,048 春期のみ470 -
BCG 587 593 578 544 450
麻疹 0 0 ４期2 0 0
風疹 0 0 0 ４期1 0
麻疹･風疹混合1期 535 590 556 610 510
麻疹･風疹混合2期 651 600 591 630 594
麻疹･風疹混合3期 664 675 678 638 -
麻疹･風疹混合4期 569 639 769 490 -
小児まひ（不活化） - - - 1,811 679
四種混合 - - - 595 1,776
ヒブ 122（任意） 2,393（任意） 2,547（任意） 2,478（定期）

小児用肺炎球菌 126（任意） 2,852（任意） 2,607（任意） 2,379（定期）

ヒトパピローマ 200（任意） 4,643（任意） 1,024（任意） 276（定期）

H21 H22 H23 H24 H25
利用件数 242 260 157 211 ***

H21 H22 H23 H24 H25
ひなたっ子（親子） 231 137 39 116 214
ひなたっ子（高校生） 218 80 6 29 37
親子ひろば - - - - -
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後期計画の
評価・現在抱
えている課題

後期評価

H25年度
決算額

H26年度
予算額

今後の
方向区分

理　　由

今後の事業
の方向性

文化・スポーツ・生涯学習振興課 土木課 健康づくり推進課 指導室

No.47　スポーツ少年団指導者講習会のPR・推奨 No.56　安全な歩道整備事業 No.76　乳児健診事後指導教室 No.79　児童見守りシステム

　（財）日本体育協会等主催の講習会の案内を関係団体
（体育協会加盟団体・スポーツ少年団等）に情報を提供
するなどのPRや、資格取得の勧奨を行い、広い分野の
指導者の充実に努めていきます。

　安全で歩きやすい歩道の確保や、ゆとりのある歩行空
間に配慮した歩道造成、拡幅を行っていきます。

　心理相談員、保育士、保健師がスタッフとなり、幼児健
診後、発達経過を観る必要のある幼児及び育児不安等
のある母親を対象に、集団の場を利用し助言指導を行っ
ていきます。
　療育が必要な児童には、関係機関と連携し、適切な支
援の提供に努めていきます。

　児童の安全・安心確保を目的に、市の光ファイバー網
などの環境を利活用したICタグ（無線末端）による見守り
サービスを、小学、１、２年生の希望者を対象に実施して
おりますが、3年生まで対象者を拡大し、全小学校と3児
童館に設置しているICタグを検知するセンサーを全児童
館に整備するとともに、全小学生対象の不審者情報の一
斉同報サービスを含めた見守りシステムの拡大を図って
いきます。

　（財）日本体育協会等主催の講習会の案内を関係団体
へ周知。

　小・中学校の通学路を中心に、こども達が安全に安心
して歩くことができるような道路交通環境を確保すること
を目的とし、補助事業の採択要件に該当しない生活道路
における歩道整備を実施する。

　対象事業名：歩道造成事業（単独）

　のびのびクラブ…１歳６か月児健診の事後指導教室と
して月１回実施。
　キッズくらぶ…　３歳児健診の事後指導教室として月１
回実施。

【ICタグサービス】
　・児童が学校に持って行くランドセルなどにICタグを取り
付ける。
　・登下校時に学校の玄関にあるセンサーを通過すると、
あらかじめ登録された保護者のメールアドレスに通過し
た情報が送信される。
【一斉同報サービス】
　・不審者情報等をあらかじめ登録された保護者のメー
ルアドレスに配信するシステム。
　・学校連絡網の補完として、臨時休校情報等も各学校
ごとに配信できる。

少子化の影響を受け、解散する少年団があり指導者登
録者数は減少したが、講習会のＰＲや資格取得の勧奨に
努めた結果、有資格者の割合が増加傾向にある。指導
可能競技の偏りは解消されていないが、有資格者が増え
ることで、専門的指導が図られた。

　歩道を整備した箇所については、計画通りの成果を得
たと評価している。
　しかしながら、学校周辺にも未整備の路線が多く残って
おり、歩道の整備には多大な費用や時間も要するがこと
から、整備実施までの安全対策や中長期財政計画を踏
まえた整備方針などが課題となっている。

キッズくらぶは、３歳児健診で発達の遅れのある幼児ま
たは子どもの関わり方に援助が必要な保護者に対し集
団の場を提供し、子どもの発達状況を確認するとともに
日常生活での関わり方を助言する目的で行ってきたが、
参加者のほとんどがプレ幼稚園などの集団を利用し参加
数も減ってきていることから平成25年度より教室を終了し
個別支援で対応することとした。

・年々「ICタグサービス」「一斉同報サービス」の利用者が
増えている。
・「一斉同報サービス」の情報提供を各校より行うことが
出来るようになったことを踏まえ、小学校のみではなく全
中学校に利用拡充をすすめたい。

B B B B

－ － 154千円 15,435千円

－ 14,700千円 121千円 17,192千円

継続 継続 継続 拡充

　広い分野の指導者の充実に努める。 　集団参加の中で母子の状況を確認し、適切な支援を行
う。

　ICタグサービスの利用学年拡充。

　のびのびクラブは継続し、集団参加の中で母子の状況
を確認しながら適切な支援を行っていく。

　平成２６年度より、「ICタグサービス」を小学校６年生ま
で利用可能とする。

事務事業評価PickUp

H21 H22 H23 H24 H25
指導者登録者数 102 94 93 98 77

H21 H22 H23 H24 H25
歩道整備延長（ｍ） 1,475 1,305 1,378 1,685 0

H21 H22 H23 H24 H25
のびのび(延人員） 167 214 152 117 140
キッズ(延人員） 128 125 53 39 -

H21 H22 H23 H24 H25
ICタグ利用者数 823 1,333 1,511 1,550 1,842
一斉同報登録者数 1,205 1,679 2,223 2,713 3,079
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